汚職防止の要請と政府の対応 ― ペルーの事例、2000－2014― by POZSGAI ALVAREZ JOSEPH
Anti-Corruption Demands and Government’s
Defense: The Case of Peru, 2000-2014
著者 POZSGAI ALVAREZ JOSEPH
発行年 2016
その他のタイトル 汚職防止の要請と政府の対応 ― ペルーの事例、
2000－2014―





氏    名       POZSGAI  ALVAREZ  JOSEPH 
学 位 の 種 類      博士（ 政治学 ） 
学 位 記 番 号      博 甲 第 7618 号 
学位授与年月日     平成 28 年 3 月 25 日 
学位授与の要件     学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科      人文社会科学研究科 
学 位 論 文 題 目     Anti-Corruption Demands and Government’s Defense: 
The Case of Peru, 2000-2014  
（汚職防止の要請と政府の対応 ― ペルーの事例、2000－2014―） 
 
主     査     筑波大学 教 授              遅野井 茂雄 
副     査     筑波大学 准教授  PhD       QUIMPO Nathan Gilbert  
副     査     筑波大学 准教授  博士（経済学）  ウラノ エジソン ヨシアキ 
副     査     筑波大学 教 授  博士（法学）   辻中 豊 
副     査     京都大学 准教授  博士（政治学）   村上 勇介 
 









論文は全体で 10 章から構成されている。 
第１章  序論 
第２章  先行研究 
第３章  分析枠組みⅠ ―汚職のシステムモデルと汚職防止改革 
第４章  分析枠組みⅡ ―対応メカニズムと圧力のタイプ 
第５章  フジモリ政権の終焉と移行政府 
第６章  アレハンドロ・トレド政権（2001‐2006）― 新たな汚職防止水準の安定化 
第７章  アラン・ガルシア政権（2006‐2011）― 対抗的措置と対応メカニズム 
第８章  オジャンタ・ウマラ政権（2011‐）― 汚職防止水準の脆い回復 
第９章  理論モデルについての再考 
第 10章 結論 ― 膠着からの脱出方法と汚職防止水準の向上に向けて 
 









































































  平成２８年 １月２５日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（政治学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
